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　　　　　　　　　 まえがき

　 女性 内性器 結核 に 關 す る 研 究 は ， Morgagni

ぎ（1776），Schiltz（1840）｝こ始 b，　 Schlimpert（1911）
1及 び Krδnig （1911）以架釜 爻旺 ／  とな り， わ が國
・
に於て も， 水 （1926）， 倉島（1931）を始 め 幾多 の 研

：究が あ り， 私 もまた 1951年 に女性 内性 器結核 の病

1理 組織學的研究 を發表 した ． 篠 田數授は 古 くか ら

，本症 の 臨 床的研究を行 い ， 腟内容物 及 び 月經血 か

．らの 結核菌分離屠 養に成功 し （1941）， また 子宮

．卵管 レ 線像 に よ る 診斷が 可能 な こ と を發表 した

く1943）． そ の 詳細 は 同 轂授著「結樓 と嬬 入性器」に

：盡 して あ るが ， 本症の 臨床的 診断は こ の 研究 に よ

つ て 劃期的 な進 歩を途 げた ．私 は 本書 を護 ん で 多

・
大 の 感銘を受 けた の で あるが， 本書 に よれ ばわ が

擱 に於 て は ， 病理 解剖 力 ら見 た本症 の發見頻度 に

觀 す る報告者 は大野 ， 倉 島及 び阿保 の 3 人 に す ぎ

な い こ とを知 つ て ， こ の 種の報告 の あ まりに も少

い の に 一驚を喫 した の で ある。

　私は か つ て 女性 内性 器結核の 病理 解剖學的 研究

を 行っ た 際 に ， 同 時に その 頻度 を も詳細 に調査 し

’
た の で あ る が ， こ れ は 未發表 の ま S に な つ て 今 日

1に 至 つ た． しか しわ が國 に於 て は 本症の頻度 に關
‘
す る報告が あ ま bに も少 い の を知 つ た の で

， 今 日

こ 丶 に 發表 して ， わ が國 に 於 け る文 獻 に 追加 した

…い と ，思 う．　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　　　　　　　　 統計 的事項

　 1． 發見 頻度

　 本症 の 病理解剖 か らみ た發見頻度 は 第 1表 に示

して あ る 如 くに ， 女性屍 786例 中 8．27 ％
， 結核

L女性 屍 226例 中 28．76％ とな つ て い る． い ま内外

の 文 獻を調 べ て み る に ， 外 國 に於 て は ， 女性 屍

卸 1．3％　（Simmonds ）〜3．1％ （Puxeddu ）， 結核

女性屍 中 4．0 ％ （Pankow ）〜15．e ％ （Pankow ，
Weibe］，　Williams）を示 し， わ が 國に於 て は ， 女
’

惟蝿 中 3．5％ 　（大野）〜12。5％ 　（倉島），　結核女・
性

屍中 11．9％ （大野）〜 34．3％ （阿保）を示 して い る．

即 ちわ が國 に於 ける性器結核 の 頻度は外國 の そ れ

よ りも著 しく大で あ る． 私の例 に 於 け る頻度は ，

外國 の頻度 よ りも明 らか に大 で ， 倉島 （女性 屍 中

12．5％ 結核女・
齷 中25．6％）及 び阿保 （女性屍 中

9・9％
， 結核女性屍中34・3％ ）の 頻度 と大差 な い 値

を示 して い る．

第 1 表　發見頻度

1，女 性 屍

・・萋磯

鑼 駿

7862261L5

・・窰
性
撲

28．75± L61
　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　

　
14匿63± 1曹25　50．88：ヒ3．32

65i ・・27・ ・．93i・28，
．・6・ ・．・・

第 2 表　發見年齢

56．52ニヒ4，62

齡

畿

年

0
．
−

歳
〜120
〜1130

〜2140
〜

一
3150
〜4160
〜51

例 數
．1 ％

合　　 言｛：

發見 年齡

31336652654．62± 2。60
20．OOti：4．96
55．38士 6．16
9．23土 3．56
7．69± 3．3U
3．08：ヒ2．14

　 2．

　第 2表 の 如 く，（性器結核65例 の うち），
21歳 〜

30歳の 36例（55・38％）が最 も多 く，
つ い で 11 歳〜

20歳の 13例 （20．00％ ）が 多 く， 10歳以 下及 び 31 歳

以上 は 急激 に 減少 して い る． 本症 は 一般 に 性成熟
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期 に最 も多 く見 られ る もの で ある が ， 病理 解剖 か

ら見た 21歳〜30歳 の 55．38％ と い う値が ，
Keller

の20歳〜30歳に 好發す る とい う読 と
一致 し， また

東北大 の臨床的統計の 58．5 ％ と も略 圭一致 して

い る點は 興味iがある．

　3． 發生部位

　本症 の發生部位は 第 3 表の 如 くに ，
65例 の性器

結核の うち， 卵管が 59例（90．77％）で最 も多 く， っ

い で 子宮 が 47例（72．31％）， 卵巣が 19例（29．23％）

とな つ て い る．この 頻度は Norris を は じめ内外

諸 家の報告と略 i　− twして い る．

第 3 表　臓 器 別 發 生 頻 度

分 類 　陣數 　 　 ％

卵 管 159［ … 77± ・・66

子 宮
；

47172 … 土・・78

卵 m ｝・91
．

2・・23± … 4

合 計　 165 ・

卵管が最 も多 く，
つ い で子宮が稍 上多 く， 卵巣は

最 も少 い ． しか も子宮 また は卵集 の み が單獨 に 愛

さ れ る こ と ， 子宮 と卵業 ， また卵管と卵巣 が各隊

時 に 侵 さ れ る こ とは 極 め て 稀で ， 卵管 の み また は

卵管と子 宮が 同時 に侵 され て い る例 が大多數で あ・

る．

　 こ の こ とは 女性 内性 器結核は 卵管 に始 ま り漸弐

子宮 に向 つ て 進行す る ζとを示 す もの で あつ て
，

内性器結核は 管内下行性 に 進行す る もの が多 い と

い う組織學的所見 と よ く　− twして い る．

　 4． 腹膜結核 と の 關係

　 腹膜結核は 第 1 表の 如 く に ， 女性 屍 786例 「ド

14．63％， 結核女性 屍226例中 115例 （50．88％）と い

う頻度 を示 して い る．こ の腹膜結核 115例 中性 器結

核 を合併 して い る もの は第 5表の如 く 57例 （49．56

％）で約牛數 を示 して い る．性器結核 65例 中腹膜

結核 を 合 併 し て い る もの は 第 6表 の 如 くに 57例 1

（87．69％）の 多數に 及 ん で い る．

第5 表 　腹膜結核と性器 系吉核

第 4 表　發生部位

發　生　部　位　　　傍　數

分 類 例　數 ％

％

卵管 ， 子宮， 卵檗　　　13
　 　 　 　 　 　 　 　 ト

卵 管，子 宮　　　　　　30

雙階 ，　 一．卵樂　　　3
　　 　子宮，卵果　　　 1

卵管ea，　　 　　　　　 13

　　 　子 宮，　　　　　 3

　　 　　　 卵巣　　　 2

　合　　　 謙　　
1
‘
　 65

20．00 ± 4 ．96
46．15 ゴ：6．18
4，62 ± 2．63
1．54 ± 1．52

20．00 ± 4．96
4．62 ± 2．63
3 ．08 ± 2．13

腹 　膜　結　核

性 器 結 核 合併

115157

　　　　49 ．56± 4 ．66

同　非　会　併 58　　　　　50．44± 4．75

第 6 表 　性器結核 と腹膜結核

分 類 例 數 1、 ％

　卵管 ， 子宮及 び 卵東の うち， 三 者 また は 二 者 が

夫 々 同時に侵 され て い る例は ， 三 者の うちの
一一一nj

の み が單獨 に侵 され て い る 例 よ りも遙か に多 い ．

い まその頻度 をみ る と ， 第 4 裘の如 くに ， 卵管，

子宮が 30例（46．15％）で 壓倒的に 多 く， つ い で 卵管

子 宮卵災が 13 例 （20・OO　％）， 卵管， 卵災は 3例

（4．62％），子宮，卵巣 は わ すかに 1例 （1．54 ％ ）｝こ

す ぎな い． また單獨に 侵 され て い る 例 は ， 卵管の

み が 13 例 （20．00％）で 最 も多 く， 子宮 の み は 3例

（4．62％），卵巣 の み は 2例 （3．08％ ）で 極 め て 少な

い ．女性 内性 器の 結核に針 す る 罹 患攀 は こ の よ う

に 内性器 の 部位 に よ つ て 著 し く異 つ て い る． 即ち

性　器　結　核 65

腹 膜 結 核 合併

同 　非　合 　併

57 87．69：辷4．06

8 12．31± 4．07

　性 器結核 65例 中詳細な病理解 剖學的檢査 を行 い

得た 23例に っ い て 腹膜結核 との 關係をみ る に ， 全

例共に腹膜結核 を合併 し， しか も こ の うち， 腹水

を證明 した もの 12例，腹水 を合併 しな い が癒茄 を

證明 した もの 11例 で ， 腹 水及 び癒着 の何 れ も證明

出來な か つ た もの は わ す か に 1例 に す ぎな か つ

た．

　以上 の こ．と は ， 腹膜結核 は 内性器結核の 發生機
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．轉 に對 して如何 に 重大 な役 割 を 果 して い る か を示

す有 力な證 明 で あ る と 思 う．

　　　　　　　　　 結 　 　論

　女性 内性器 結核 は女性屍 の 8．27％ ， 結核女性屍

の 28．76％ の 頻度 に 於て 發見 され た ．

　發見年齡 は 21歳〜30歳が 55．38％ で 邂 ド數 を占

め ，
11歳〜20裁は 20．OO％ で

，
10歳以下及 び 31歳以

ek 曳

上 は 急激 に減少 して い る ．　　 鰊謡

　發生 部位は卵管が壓倒 的 に 多 く90．77％ を占 め，

こ れ に っ い で 子宮が 多 く 72．31 ％ を示 し， 卵巣は

わ すか に 29 ．23 ％ で 最 も少い．卵管單 獨の場合並

に 卵管 と子 宮 が同時 に侵 され て い る 場合が非常 に

多 く， 卵管 と同巣 ， 子 宮 と卵集 が各同 時に ， 子 宮

また は 卵巣が 單獨 に侵 され て い る 例 は 非常に稀 で

あつ た．

腹膜結核の 49．56％ に於て 性器結核 を證明 し，

また 性 器 結核 の 87．69％ に 於 て 腹膜結核 を證明 し

た．

本稿發表 に 際 し橋 爪 欷授 り 御校闘 ，．千葉大學瀧澤敏授

の 御厚意 を謝す．　　　　 （No．91 昭28・1・21受付）

）

バ 嚥 鱈
　 　　　 　エ ス ト ラ ジ．オ rk

ル

fi薗応 撞 1 更 年 期 障 害 、 卵 胞 ホ ル モ ン 欠 乏 症、
　 　　　 卵 巣 機 能 不全 、 月経 不 腫 等

【包 　装 】 注 射 0．2mg　 バ ツ カル 0．加 g・1mg
　 　　 　 囚 目艮 0・02rng　　　靴 10mg ・20mg

俾 擁 梅 翻
合 成 黄 体 ホ ル モ ン

　 　 　 　 　 　 プ m ゲ ス テ ロ 　ン

【適 応 症 1 青 春 期 及 更 年 期 の 出 nL、頻 発 月 経 及 月

　 　　 　 経 週多 症、妊 娠 中 の 出 血 、 習 慣 性 流 鰹

　 　　 　 続 発 性 原 発 性 無 月 経、月 経 困 難 症 、

【金篁　装 】　注 射 5mg ・10mg 内月艮5mg ・10mg925mg
　 　 　 　 樟 込 1001 

【個 格 表 贈 呈 】
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